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霊

各

した

″
島
百
は

イ
ャ
ゃ
七

し
た

い
ど
鳥
い
ま
す
。
わ
ず
伊

紅
百
メ
ー
ト
ル
の
ノ
本
の
ま
蕗

に
持
い
て
，
総
警
篠ャ
毛
路
仰
率

ザ
途
中
で
未
驚
備
に
行
う
ス
い

５
前
￥
形
ボ
甘
遅
う
治
ｔ
ひ
３

こ
と
，
ち

そ
う
レ
に
も
い
の

よ
ぜ

単

ま

た
曰
ど
£
い
ま
立

②
市
民
令
館
宵
Ｑ
翼
譜
計
画

て
ま
ち
ゞ
く
り
に
つ
い
て
は
．

市
民
な
饉
の
静
マ
惨
え
計
こ
に

つ
し、
マ
、
文
虐
Ｂ
体
の
■
Ｙ
に

対
紫

―

「
果

〓
零

斤

会
僣

に
す

３
べ
く
７
カ
し
た

〕

」
ビ
嗜

れ
Ｆ
υ
わ
０
“
霧
響
多

げ
４
β

に
お
り
ま

し
憾

・
市
長

①
織
機
ｔ
鋼
し

た
い
ど
，
い
ま

す
。
ま
墨

ホ̈

ぶ

傘

笞

ビ
ル
ヘ

の
図
著
飲
ル
転
ひ
芳
伴
〓
十
一体

風
蒔
靭
ば

「
あ
お

涸
計
山
止
不

Ｒ
Ｊ
球
椎
併
替
臀
し
て

甲
２
ｘ

多
ザ
四
↑）ス
ま
レ
た
υ
全
体
６

籍
磁
計
０
ド
償
閉
せ
糸
冥
議
論

さ
を
＝
ま

き

、
俎
々
全
景
″

計
画
ｔ
週
い
よ
う
と
い
う
考
ん

は
Ｍ
嵯
モ

ご
β
ι，
ま
す
三
した

ま
で
い
練
討
ぱ
い
い
よ
う
Ｆ
さ

ね
た
の
伊
簡
せ
た
い
と
口だ
い
ま

す
。上２
Ｌ
刹
凩
著
っ
ら
ｃ吐

か
し
、
よ
２
路
嘩
£
雰
奪
ヒ

は
３
よ
う
に
Ｔ
５
た
め
に
も
、

検
討
ヤ
革
急
ど
を
通
宜
′
依
ｍ

す
‘
こ
ヒ
ど
黙
み
ま
す
．

呻厖
「
7・%鸞

(非 1・ ,

り
ご
そ
く星
を
刈
　
．懸
臓

§

一一一墨

一筆

ξ

ｒ

の鱈
魂
師
いど
柚獅榊

で
す
。
私
に
は
　
ヽ
，

／ヽト
シ
ト

爛

降
り
織
く
雨
で
外
在
び
が
で
，

６
日
わ
Ｄ
（
士
）
久
し
ぶ
り
の
テ
〓
ん
で
百
添
到
来
さ
実

感
。
２
日
（
日
）
６
月
定
例
市
議
会
ザ
官
ま
り
ま
し
た
。
こ

の
日
は
、
会
類
‐
光
電
写
憲
ｇ
身
常
特
別
季
只
会
隷
Ｓ
、
諄

員
の
出
ん
に
群
ｐヽ
会
議
い
に
麻
ｔ
熟
ひ
３
発
会
規
則
の
誅
正

ｔ
来
あ
た
嬌
、ホ
長
、
戦
政
昂
長
、
水
釜
局
長
か
ら
議
蕉
議

萌
伊
行
わ
水
ま
し
た
．　
一像
冨
饂
∩
項
目
体
２
面
ひ
と
お
２

・“

ひ
（
む
の
寧
閉
応
‐
初
日
（
ゞ
）
２
多
ひ
の
予
定
で
π

私
、
ひ
め
だ
の
一
維
噴
間
は
‐

①
道
路
行
政
に
つ
い
て
，
②
市

民
舎
蝕
事
の
）
彙
計
画
て
ま
ち

づ
く
り
に
っ
い
て
、
管
閣
し
ま

す
。

①
三
踏
行
疎
に
つ
い
て
は
，

韮
路
鋪
糠
プ
デ
ダ
ガ
タ
に
憾
，

て
い
ろ
菫
路
が
市
内
の
各
地
で

見
ら
女
３
こ
と
か
ら
、
市
の
希

務
計
画
や
４
噸
に
つ
し‐
て
匂
閉
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〓
炎
日
本
共
産

自
省
が
会
如
延
長
発
行

自
時
、
公
明
両
党
は
，
戦

争
義
蒙
の
成
立
の
た
め
に
国

会
会
槻
２
９
円
η
日
去
て
％

巳
悶
（
戦
“
塁
長
の
進
蜘
幅

）
進
長
す
３
こ
と
ｔ
提
安
し
、

同
日

の
投
稔
ボ
含
識
で
与
党

の
賛
は
”
牧
Ｉ
普
女
の
採
来
ｔ

強
″
し
ま

レ
た
。
採
来
で
博
・

日
本
来
産
党

．
雑
新
の
碗
伊
反

付
８
孝
朝
。
日
本
共
産
，
ご

つ

は
塩
Ш
鉄
也
議
子
が
反
対
封
魂

民
主
党
、
吐
χ
６
党
，
わ

え
党

は
本
会
議
７
使
康
し
ま
レ
た
。

本
会
議
Ｆ
準
肯
て
開
か
九

■
写
曇
砂
〓
艶
揚
長

・・馨
５
長

会
警
ｃ
、
自
民
夕
の
が
垣
幹
異

２
ド
「
平
型
Ｔ
生
遂
塞
ピ
丁
寧

里

静
し
て
‘
”
つ
声
ν
み

ソ

会
朝
讐
毛
し
た
い
」
と

り
を
あ
針
Ａ
確
（下
。
日
本
実

姜雄
弟
ω
山
下
よ
じ
圭
量
ム
エ
局

亡長
は
「
含
鶴
の
中
で
威
土
し

た
か
、仁
戴
案
麻
応
県
ｒ
す

る
の
が
解
数
の
継
互
宅
ｃ″
ん

ろ
レ
ー
”
だ
。
営
鱗
憾
こ
反

し
、
在
傷
三
拳
二
雀
ｆ
５

戦
争
ジ
タ
の
強
行
な
豊
］
じ

て
記
ひ
うヽ
ス
お
い
し
て
核
判
。

薇
で
あ
な
こ
蟄
〓
一実

「
場
４
で
戦
争

す
３
日

へ
」

紘
常
は
す
べ
て
、
自
衛
陽
の

役
割
ｔ
格
大
し

て

、
轟
外
糸
兵

挙
来
軍
の
支

警
に
当

て
３
た
め

の
ｔ
ｏ
で
す

。
費
式
上
ご

ヽ

‐Ａ”昨“頭臨〕一
イχト

ま
た
、
壼
仰
轟
貪
ご

こ
に
本
含
糧
鏡
Ｐ
ワ
本

さ
ッ
て
い
ま
す
。
日
本

ｔ
莱
兵
し
て
、
株
軍
い
あ
ち
ゆ

る
勝馨
に
会
ん
じ
手
す
。
戦
地

で
薄
ひ
し
ス
自
衛
隊
か
致
学
さ

れ
３
角
鷲
γ
あ
り
ま
す
。ご
器

ｔ
維
中
し
ス
磐
偶
行
為
〓
お
こ

な
う
危
曜
ｔ
一い
く
ヽ
日
本
が
「

殺
Ч

繊
十
なヽ
う
」
道
に
入
８

■
陵
ｇ
勝
的
想
留

ヱ

）立

こ
の
平
雫
は
日
本
０
若
口白
寿

隊
員
の
血
ｔ
Ｐ
ｘ
り
力
に
さ
せ

げ
る
た
が
い
も
の
で
す

・
。
‥

和
酔
山
片
湯
び
の
本

い
、
イ

ン
タ
ー
ネ

ッ
ト

で

ラ
イ
ァ
中

継

ヒ

ラ

イ

ァ
の
５

０
峰

か
ら

贔
中
継
か
せ
ネ
て
い

に
‐ラ
杢
Ｃ
議
銀
は
８
い

て
い
ま
す
。
／
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ク
‐
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ぴ
雄


